
燃焼時に発生する物質の調査
今年度のボイラー実証に先立ち 、 8月中旬に理化学研究所にて

ヤマ トダマ燃焼時の発生物質を調査しま した 。

1.検体採取

2.燃焼試験

3.ガス分析

本調査により 、 ヤマ トダマ燃焼時に発生する物質は 、一般的な樹木と同様に二酸
化炭素のみであることが分かりま した 。
今後は産業 ・農業 ・生活など幅広い分野でヤマトダマの活用可能性を実証し 、経
済合理性の観点から自立 ・自走の可能性を明らかにしてまいります 。

理化学研究所での燃焼試験を
行うため 、令和 6年度の実証で
育てた 8か所のヤマ トダマの根
部 ・幹部 ・枝部を 3部位ごとに採
取しま した 。

採取した検体は 6 0℃で 2 4時間
乾燥させ 、水分を完全に除去し
ま した 。
その後 、検体を 1 gずつ計量し 、
電気炉を用いて 5 0 0℃で 1 5分
間灰化 ※し 、 1 gあたりの灰分量
を算出しま した 。

灰化の際に発生したガスを専用
装置で回収し 、ガスクロマ トグラ
フ ィー分析装置により成分を分析
しま した 。
その結果 、検出されたガスはすべ
て二酸化炭素であり 、 その他の
発生物質は確認されませんでし
た 。

採 取 し た ヤ マ ト ダ マ の 根 部 ・ 幹 部 ・ 枝 部

電 気 炉 と 灰 化 前 と 灰 化 後 の 検 体

ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 分 析 装 置 に よ る 結 果

灰化時に二酸化炭素が発生
したことを示しています。

※ 灰 化 … 加 熱 し 炭 素 な ど の 可 燃 成 分 を 除 去 し て 、
        最 終 的 に 残 る 灰 分 だ け に す る こ と 。
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